
第 8号様式 （用紙 ：日本工業規格 A3 横型） 受付番号 ：

■大学の基本構成

観光地にしよう ! 京都には年間約 5600 万人もの観光客が訪れる。
京都の町の魅力はお見世である。お見世は京都に住む人びとの日常生活の中心である。
そのお見世で、京都の人びとの生活に触れ、そこにしかないお土産を求め、そこにしかない
美食を味わうことができる。観光地京都はそこに住む人びとの日常生活と共にある。
それが京都の町の最大の魅力である。
京都芸大に固有のお見世をつくる。京都の新たな観光地にする。新たな名所にする。
京都芸大に外から多くの人びとが訪れることによって周辺に住む人びともまた刺激される。
大学、京都市そして周辺住民自らの手によって、京都芸大を中心にした新たな町づくりが始まる。

音楽の庭 美術の庭高瀬川の庭

A地区 B地区 C地区

講堂

グラウンド

鴨川 音楽
カフェ

ブック
カフェ

柳原銀行
記念資料館

高瀬川

フローティングテラス

フローティングテラス

第一旭
新福菜館

＋ ＋3 つの庭 お見世 フローティングテラス
まちに開く芸術活動の中心 ３つの庭をつなぐ自由通路

■京都芸大を中心にした新たな町づくり

テーマ①キャンパス計画のフレームについて
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第 8号様式 （用紙 ：日本工業規格 A3 横型） 受付番号 ：

美術の庭 は、ガラスとルーバーの屋根で覆われた半屋外空間である。美術の庭にはいくつものお見世が顔を出している。
ここに来れば今の京都の最先端の芸術を堪能できる。

■お見世は、見られる場所・聞かれる場所である ■お見世は、京都の日常生活の中心

 お見世 が連なる京都のまち  お見世 の活動が表れる大学の庭

■お見世は、自分自身を演出する場所

京都芸大には お見世 がある。
 お見世 は観光客が訪れる場所である。
 お見世 は学生たちが自主的に運営する場所である。
 お見世 は 美術の庭 及び 音楽の庭 そして フローティングテラス に点在している。
 お見世 は作品をつくる場所である。そしてそれを展示する場所である。
 お見世 は作品を販売する場所である。「おみやげ屋」である。
 お見世 は優れた作家・音楽家（artist）を発見する場所である。
 お見世 でコンサートをする。
 音楽の庭 に面する練習室はお客さんに音楽演奏を提供する お見世 である。
 お見世 は見られる場所であり、聞かれる場所である。
 お見世 は作品、演奏が批評される場所である。

 お見世 が日常生活と共にある、それが京都の町の魅力である。

学生：お見世 で作品を見せる・売る
ミニライブを開催する , 創作プロセスを見せる

観 光 客： 見 る , 買 う ,
音楽を聞く　

自主的な創作活動や外部
との連携プロジェクト企
画など大学の枠を超えた
活動を外部へ発信できる

作品や演奏を見られ
る・聞かれることで

技術や経験を培う

多くの人が訪れることで
地域一帯が活性化される

油画専攻→絵画
陶芸専攻→食器
染織専攻→衣服

漆工専攻→うつわ

彫刻専攻→アクセサリー
作曲専攻→ミニコンサート
音楽と美術の協働→映像作品
学長による辻説法

ギャラリーで気に入った絵
を買う , 学生作品の陶器で
御茶を体験する , カフェで

現代音楽を聞く

あのお見世で
器を買おうか

これいい！

ぼくも芸大いく！

これ今年の
作品展で一番 !

お見世

Very GOOD ！ Is this OK ！？

■美術の庭

テーマ②新たなキャンパスの具現化に向けて(1)

（2/6 ページ）



第 8号様式 （用紙 ：日本工業規格 A3 横型） 受付番号 ：

・講堂、練習室、各種合奏室等、全ての演奏室が 音楽の庭 に面している。つまり 音楽の庭 と一体的に利用することができる。
・講堂バックステージの壁は、その使い方によって、 音楽の庭 に対して開放することもできるし、昇降式防音扉によって閉じることも
できる。あるいはガラス扉によって閉じることができる。

・ 音楽の庭 に面した練習室や合奏室は、時には観光客や市民に対する お見世 である。つまり公開の演奏室になる。
・ 音楽の庭 は 1800㎡のグラウンドも兼ねている。崇仁地区のお祭りや盆踊りの等、地域のイベントにも利用される。
・ 音楽の庭 は災害時には地域の避難所になる。
・ 音楽の庭 周辺は五階建ての練習室によって囲われ、更に上空を大きな庇で覆われているため、音響効果の制御に適しているだけでは
なく、市営住宅側を含めて近隣の人たちに対する騒音災害を十分に防ぐことができる。

隣接する市営住宅の住民と大学の共通の 庭 である。図書館、大学食堂、カフェなどが修景された高瀬川に面している。市営住宅の住
民にも開放される。図書館前には学生と教員によって選定された本を紹介する お見世 、ブックカフェがある。 お見世 では学長とカフェ
トークを楽しむことができる。

■鴨川河川敷とフローティングテラスそして “ 音楽の庭 ” がつながる

音楽の庭

鴨川

・鴨川に面する音楽カフェ
で音楽演奏を聞き、春は
お花見を楽しむ。

・観光客や市民や学生は鴨
川土手遊歩道からフロー
ティングテラスや 音楽の
庭 にアクセスする。

・地域の景観が、新しくで
きる大学と一体になる。

・塩小路側に対して出来るだけ高さを抑
えた建築にする。京都の繊細な建築群の
印象を壊さないようにする。

・一つの大きな建築ではなくて、いくつ
もの建物によって構成される小さな都市
のような建築を心がける。市営住宅、高
瀬川を含めてこの一体が京都の新しいシ
ンボルゾーンになる。鴨川から大学を見る

■新たな京都の景観

■高瀬川の庭

■音楽の庭

京都の都市景観に沿った、
水平を強調する庇のような屋根

繊細な細い柱の連なり
で連子格子のような

ファサード

音楽の庭 高瀬川の庭

C地区B地区A地区

鴨川 グラウンド

美術の庭

フローティングテラス

京都駅▶︎

庭を通って
フローティング
テラスへ上がる

伝統音楽研究センター 講義室

学長室

制作室 制作室

工房

屋上農園 屋上農園ガラス屋根

お見世お見世

お見世

お見世

練習室 制作室 高校

@KCUA
展示

庭

ガラス庇

ガラス庇、及び囲われた平面計画により
周囲に騒音を出さない

入学式、卒業式など多くの人たちが集まる記念式典、あるいは音楽の庭それ自体をステージに見立てるような大掛かりなオペラ

昇降式防音扉を下ろせば、講堂は一般的なコンサートホールである。 音楽の庭には即興的な演奏を期待して観光客が訪れる

近隣住民も利用できる屋上市民農園

テーマ②新たなキャンパスの具現化に向けて(2)
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第 8号様式 （用紙 ：日本工業規格 A3 横型） 受付番号 ：

大講義室
上部
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0
0
0

43900

3
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0
0
0

7900 13600 14700 2100

3300

4
5
0
0

4
0
0
0

5
0
0
0

PCワッフルスラブPCワッフルスラブ

ガラス屋根

ガラス屋根

ブリッジ

ガラス

ガラス

PC柱

PC柱 PC柱

耐震コア
耐震コア

ガラス

▼GL

▼2FL

▼3FL

▼4FL

▼5FL

▼6FL

▼7FL

▼パラペット天端

▼1FL

1/300

5600

トレンチ

PC柱

ガラス

ガラス

ガラス

断熱パネル

断熱パネル

遮音パネル

遮音パネル

ガラス

ガラス

ガラス 耐震コア

耐震コア
PCワッフルスラブ

PCワッフルスラブ

断熱パネル

断熱パネル

PC柱

鋼板屋根（デッキプレート挟込）+断熱防水

図書館伝統音楽

フローティングテラスによって
繋がる情報端末

■更新・成長するフレキシブルなシステム

建築は＜スケルトン / インフィル＞の基本フレームで構成され、インフィルは使う人たちとの対話によって形成さ
れる。完成後も使い手に合わせながら、更新・成長させていくことができる。

スケルトン…高耐久 PC による＜ストラクチャー＞　　インフィル…可変可能な < 教室 >

高校

5F 平面計画

2F 平面計画

1F 平面計画

伝統音楽 小講義室 小講義室

会議・事務室

制作室

制作室

制作室

制作室

制作室

屋上テラス

屋上テラス

屋上テラス

屋上テラス

屋上テラス

練習室

練習室

講堂

■フローティングテラスによって繋がれたコーパスエリア■平面計画

■京都の新たな拠点

・観光地となることで新たな動線をつくる。
・たくさんの人と芸術で一帯が賑わっていき、
　文化創造の拠点を築く。

断面計画
お見世 高校共用 制作室、練習室、専門講義室、研究室等 収蔵庫・倉庫・機械室等フローティングテラス

■開かれたキャンパスとセキュリティ計画の両立

・日中は１階及びフローティングテラス全体が一般に開放さ
れる。夜間はセキュリティーゲートにより施錠される。

・ゲートで閉じられても３つの地区はフローティングテラス
によって結ばれている。

お見世

共通工房 共通工房

制作室 制作室

制作室

制作室 制作室

制作室 制作室

制作室 制作室

図書館

芸術資源
研究センター

制作室

共通工房

共通工房

体育館

高校

お見世

土手に沿って鴨川を
望むテラスが広がる

ホワイエ

図書館事務等

カフェ

ブック
カフェ

情報スペース
（PC 室）

講義室

練習室

お見世

講堂

伝統音楽
合同研究室

カフェ
ギャラリー

鴨川から直接
音楽の庭・テラスへ

図書館やギャラリーやお見世などの
情報端末は、フローティングテラス
によって繋がっている。誰もが気軽
に訪れ芸術情報に触れることができ
る。地域の文化資源や市民活動など
も公開し、憩い学べる場をつくる。

工芸科の作品展で
器を買おうかな…学生の生演奏バー！？

一杯飲んでこう〜 清水寺に行く前に
ちょっと寄り道しよう！

美術の庭

芸術資料
研究センター

お見世

@KCUA

音楽の庭
お見世

ギャラリー

セキュリティゲートセキュリティライン

グラウンド

体育館

クラブボックス

食堂

学生ラウンジ

エントランス
ホール

高校

制作室

制作室

屋外制作スペース

屋外での製作や
軽いスポーツも楽しめる

屋外制作スペース

共通工房

オープンスペース

共通工房

お見世

お見世

展示 1

大学・柳原銀行記念資料館・市営住宅が
一体となった水辺空間

高瀬川の修景は、
市営住宅のランドスケープと

一緒に考える。

塩小路通

河
原

町
通

高
倉

通

須
原

通

鴨川

道なりに傾斜し
テラスへ繋がる

上演中は可動壁が降り
上手下手の連絡通路となる

可動壁
展示 5

WS
スタジオ

展示 4 コミュニケーション
スペース

展示 2

展示 3

事務室

収蔵庫

作業スペース・倉庫

搬入

倉庫
書庫

搬入

大合奏室

中合奏室

小合奏室

練習室倉庫

お見世

練習室

講堂

楽屋
倉庫

機械室

ロビー

音楽の庭 高瀬川の庭

美術の庭

「お見世」に寄る

玄関口
京都駅

東山文化
エリア

テーマ②新たなキャンパスの具現化に向けて(3)
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第 8号様式 （用紙 ：日本工業規格 A3 横型） 受付番号 ：

5600

800

1600

3200

構造コアとシステムパネル

ドアパネル

ガラスパネル

ガラリパネル

断熱パネル

屋外テラス

システムパネル

PC柱

　　　　
　　　　

ワッフルスラブ 屋外テラス

耐震コア

PC柱
バランスよく荷重を分散 屋外での制作スペース等に活用

地震力を負担
一部、給排水コアを兼ねる

方向、用途により
柱間隔を変える
800 ㎜ /1600 ㎜ /3200 ㎜

スケルトン基本フレーム フレキシブルなインフィル

：ドアパネル

：ガラスパネル
：ガラリパネル

：断熱パネル
システムパネル

電力
冷温水

除湿換気 LED照明
人感・温度センサー

ワッフルスラブに合せて
空調・換気・電力をモジュール化

放射パネル

設備モジュールの追加
ワッフルスラブ

雨水利用・流出抑制雨水利用・流出抑制地中熱利用地中熱利用

自然通風自然通風

自然採光自然採光

美術の庭

天井放射空調
除湿換気
天井放射空調
除湿換気日射遮蔽日射遮蔽

みやこ仙木
利用

みやこ仙木
利用

季節に応じてダブルスキン化
排気カスケード利用
コージェネレーション排熱利用

季節に応じてダブルスキン化
排気カスケード利用
コージェネレーション排熱利用

地域地域教育研究教育研究
スマート
キャンパス

崇仁環境ステーション

スマートタウンスマートタウン

京のアジェンダ21京のアジェンダ21 交通交通
エネルギーエネルギー

環境まちづくり
防災まちづくり

効果検証
情報発信

貢献貢献

参画参画
連携

連携
連携

見える化見える化

フィードバックフィードバック

ガス熱源

A地区A地区
B地区B地区

C地区C地区

電気熱源 電気熱源 コジェネ

地区間で融通する事により、施設全体の光熱費を削減地区間で融通する事により、施設全体の光熱費を削減
ハイブリッド空調熱源の効率的な運用ハイブリッド空調熱源の効率的な運用

：冷温水
：熱・電力

条件により
地区間を協調時に制御

余った熱を融通

資料館の
一体運営

お見世で
ものづくりを発信

楽洛広場
を活用

船鉾・曳山
の展示

②② ⑤⑤ ⑤⑤
③③
④④

①①⑥⑥

お祭り

河
原
町
通

高
瀬
川須

原
通

鴨
川

⑦⑦

市営住宅への
電力融通を検討

崇仁環境ステーションを設置。
学生、市民が共有するエコ活動、環境共生等社会実験の拠点。キャンパス全体の中央監視室も兼ねる。

：①～⑥によりうまれる人・情報の流れ ：上空通路設置による、人・物・情報・エネルギーの流れ

音楽の庭音楽の庭

塩小路通塩小路通

美術の庭美術の庭
柳原銀行資料館柳原銀行資料館

オープンスペースオープンスペース
高瀬川の庭高瀬川の庭

上空通路による
地区間の熱・電力融通

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

警察署・消防署・道路管理者・建築主事

道路上空通路設置のための協議フロー

事
前
協
議
開
始

交
通
量
調
査

関
係
各
課
調
整

連
絡
協
議
会

建
築
審
査
会

供
用
開
始

完
了
検
査

着
工

確
認
申
請

許
可

市営
住宅

市営住宅に対して音を出さない
ガラス庇

体育館 ♪ ♬

♩

♫
音楽の庭音楽の庭

ホワイエホワイエ

調整室調整室 音楽の庭

ピットピット

講堂講堂

舞台舞台

上手下手連絡通路上手下手連絡通路ピットピット 奈落奈落

エントランス
ホール

エントランス
ホール 楽屋楽屋

オーケストラ
ピット

オーケストラ
ピット

16.5ｍ16.5ｍ

最大30ｍ最大30ｍ 14ｍ14ｍ

客席前5列は前舞台、
オーケストラピットに転換
客席前5列は前舞台、
オーケストラピットに転換

可動音響
反射板
可動音響
反射板

音響反射板
（収納時）
音響反射板
（収納時）

昇降遮音壁昇降遮音壁

可動壁可動壁

開放すると音楽の庭と一体で利用できる開放すると音楽の庭と一体で利用できる

・残響可変カーテンを設置
・木を主体とした内装
・残響可変カーテンを設置
・木を主体とした内装

塩小路通にも
賑いを創出
塩小路通にも
賑いを創出

シーリングスポット室シーリングスポット室

(市民オペラなど)

(オーケストラなど)

【オーケストラピット利用】

【全席利用】

庭
と
一
体
利
用
可

鉛直力を集約

京町家のように心地よい風の道をつくり
夏でも快適な半屋外空間をつくる

北からの卓越風

速

遅

風
速
：

崇仁地区のお祭り 楽洛広場の催し ビオトープ整備

開放性を高める

・スケルトン : プレキャスト・コンク
リート（PC）による柱・梁・床と
耐震コアによる構造体を採用する。

・インフィル : すべての校舎棟を同
一のモデュールで構成。内外は数
種類の壁パネルによって仕切られ
る。断熱パネル、透明ガラス、ガ
ラリ等である。設備配管は天井ワッ
フルスラブに設置され、将来の変
化に柔軟に対応することができる。

・完成後も成長する : 将来的な用途
の変更に応じて更新・成長を続け
ることができる。

・プレキャストコンクリート（PC）造：
　高強度コンクリートを用い、高品質・高耐久・

長寿命な構造体。工期短縮、発生騒音の低減。
・鉛直力の集約：千鳥状に配置した外部柱で鉛

直力を集約し、下層階では開放性を高める。
・街区の免震化：防災まちづくりの観点から、一

部免震化を検討。

・災害時の拠点として：1 階の音楽の庭・美術の庭・
高瀬川の庭、2 階のフローティングテラスは、キャ
ンパスの避難階及び、地域の避難所・緊急避難場
所・帰宅困難者受け入れ機能を持つ。

・災害時の連携：下京地域体育館、塩小路消防出張
所との連携を図る。

・災害時のエネルギー源：非常用自家発電機を設置。
コージェネレーション、空調熱源に中圧ガスを用
いることで災害時のエネルギー源として活用。

・浸水が予測される A 地区を避けて災害備蓄倉庫、
収蔵庫、資料館を計画。

・京都芸大・銅蛇美工の各学科の使用材料を分析し（絵
の具の顔料等に多く含まれている重金属など）、一
般排水と分け専用流し台から排水処理施設へ排出。

・C 街区南に特殊排水処理施設を設置。排水物をろ
過し標準PPM以下にし一般雑排水と合流して排出。

・酸、アルカリ類等金属を溶かす腐蝕材などは、各
学科に専用保管庫を設け、専門業者にて搬出。

・大臣認定を伴う避難安全検証法を用いず、将来的な
改修や間仕切変更が容易な計画とする。

・フローティングテラスは外気に十分開放された安
全性の高い避難経路とし、美術の庭・音楽の庭に
ついても、開口部を十分に設け、避難に有効な屋
外空間とする。

・テラスや廊下は、吹抜を介して屋外に面するため
防火区画が不要な安全性の高い建物とする。

・JR に対する防音：JR 側に建物を配置することで、
キャンパス内の静けさを確保する。線路側に面す
る窓は遮音性能の高い二重サッシとする。（JR の
騒音については測定によりスペックを決定。）

・周辺に対する音楽学部の配慮：練習室、音楽の庭
から屋根のガラス庇、及び囲われた平面計画によ
り周囲に騒音を出さない。

　講堂はＪＲ線路から十分に距離を確保し（80 ｍ程
度）配置。

・周辺に対する美術学部の配慮：美術学部の工房は
1 階の周辺より地盤レベルの低い高倉通側に計画
し、囲われた空間とすることで、近隣の市営住宅
などの住環境に配慮。

・現状の大学・高校の発生音源を測定し、周辺
環境に配慮した防音スペックを定める。

・演奏室・練習室については、必要に応じて
「ボックスインボックス」（浮床・浮壁・浮天

井）を採用。
・温かな響きを得る為に優しい反射音が得ら

れ、日本の伝統音楽上演にも適した「木」
を主体とした内装とする。

・京町屋の知恵の応用：庭や半屋外空間を活かした自
然通風・自然採光・日射遮蔽の工夫。

・外皮の二重性：ＰＣ柱間は必要に応じて開閉可能な
ガラスパネルを設置。季節に応じて内部化し、外皮
の二重化が可能。

・放射空調：モジュール化された天井放射空調・除湿
換気（デシカント）による快適性と省エネの両立。

・コージェネレーションの設置：コージェネレー
ションシステムによりキャンパス内で発電を行
い、電力ピークカットを図る。

   発電による排熱を夏季はデシカント除湿の再生
熱源、冬季は暖房熱源として効率的にエネル
ギーを運用。

・3 地区のエネルギー融通：崇仁環境ステーショ
ンでキャンパスのエネルギーを一元管理。�上空
通路を利用して 3 地区の熱融通を図る。�将来、
市営住宅への電力融通、ごみのコンポスト化・
バイオ発電など自然エネルギーの共同管理へ。

・河原町通、須原通の上空に通路を架け、キャンパ
ス 3 街区を結ぶことを提案。

・人（学生・教職員 ･ 来訪者）、物（作品・楽器など）
の移動・情報・エネルギーの接続、及び災害時避
難動線としても有効。　

・河原町通、須原通の頻繁な横断による事故の防止
と交通渋滞を低減する。

・上空通路の有無に関わらず成立するよう、3 地区
各々に機械室を設けるなど、設計や工程に影響が
無いよう、スケジュール的にも切り離して進める。

・市営住宅・地域体育館・うるおい館と一体のキャ
ンパスと捉える。崇仁のまちづくりにつなげる。

・３つの庭（美術の庭・音楽の庭・高瀬川の庭）でキャ
ンパスと地域の一体の活動の輪を拡げる。

①楽洛広場（河原町通）でイベント・祭りの開催
②音楽の庭（元崇仁小学校グラウンド）での祭り
③柳原銀行資料館を大学図書館と一体化して運営
④船鉾・曳山の保存・展示スペースのオープン化
⑤新旧高瀬川の修景やビオトープの管理
⑥崇仁環境ステーションを設置
⑦Ｃ地区オープンスペースの屋外展示場

・地中熱利用：地中熱を得やすい川近くという条件
を活かし地中熱ヒートポンプにより冷暖房熱源と
して利用。補助率 2/3 の補助金の活用を検討。

・屋外作業環境の向上：自然通風、室内排気熱カ
スケード利用、コージェネレーションの排熱利用
ヒーターにより半屋外作業環境を向上。

・地産材の活用：京都の「みやこ仙木」をテラスの
床材や内装材に利用。

・講堂は、室内楽に最適な音響条件を得るのに十分
な天井高さとする。オペラ上演も可。

・残響可変カーテンを客席内に設置し、本番時と同
じ音環境で練習できるよう計画する。

・舞台の正面反射板は、音楽の庭との一体利用の時
にも反射板兼背景として機能するよう計画。

・講堂と隣接する大合奏室は、リハーサル室や楽屋
としても利用可能。

■環境システム

■スマートタウン / キャンパスエネルギーマネジメント ■防災まちづくり

■スケルトン（構造体）とインフィル（壁パネルシステム）

■大学とまちの新しい関係～崇仁環境まちづくりへ

■防災計画

■排水処理計画

■道路上空通路の提案■防音計画 ■音響計画

テーマ③：実施体制，進め方，品質・コスト・スケジュール管理について (1)
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第 8号様式 （用紙 ：日本工業規格 A3 横型） 受付番号 ：

基本設計Ⅰ基本設計Ⅰ

プロジェクト会議

業務内容

京都芸大との対話（各専攻ヒアリング）

銅駝美工との対話（教育委員会ヒアリング）

与条件整理

契約★

第１回第１回

▼９月中 ▼２月末 ▼９月末提出

▼２月末提出

▼２月末提出
▼１０月末提出

▼８月末提出

▼3/31 まで

第２回第２回 第３回第３回 第４回第４回 第５回第５回 第６回第６回 第７回第７回

レビュー②
基本設計中間

レビュー①
基本設計開始

レビュー③
基本設計完了

レビュー④
実施設計開始

レビュー⑤
実施設計中間

レビュー⑥
実施設計完了

第８回第８回

ヒアリング①ヒアリング① ヒアリング③ヒアリング③ヒアリング②ヒアリング②

意見聴取・反映 意見聴取・反映 まとめ 各種計画検討 調整

基本設計Ⅱ基本設計Ⅱ

実施設計Ⅰ実施設計Ⅰ 実施設計Ⅱ実施設計Ⅱ
発注支援発注支援 着工着工 供用開始

解体工事解体工事詳細検討

解体撤去工事実施設計・積算解体撤去工事実施設計・積算
改修工事実施設計・積算改修工事実施設計・積算

先行切り回し工事実施設計・積算先行切り回し工事実施設計・積算

申請・積算　

調整調整申請書作成申請書作成

調整調整積算積算

許認可申請許認可申請

調整

2017 年（平成 29 年） 2018 年（平成 30 年） 2019 年（平成 31 年） 2020 年（平成 32 年） 平成 33 年 平成 34 年 平成 35 年

第９～１４回第９～１４回

◆美術の庭WS◆美術の庭WS

◆音楽の庭WS◆音楽の庭WS

◆お見世WS◆お見世WS

◆高瀬川の庭WS◆高瀬川の庭WS

◆美術の庭WS◆美術の庭WS

◆音楽の庭WS◆音楽の庭WS

◆美術の庭WS◆美術の庭WS

◆音楽の庭WS◆音楽の庭WS

◆お見世WS◆お見世WS

◆高瀬川の庭WS◆高瀬川の庭WS

◆美術の庭WS◆美術の庭WS

◆音楽の庭WS◆音楽の庭WS

◆お見世WS◆お見世WS

◆高瀬川の庭WS◆高瀬川の庭WS

美術の庭ワークショップ美術の庭ワークショップ

音楽の庭ワークショップ音楽の庭ワークショップ

お見世ワークショップお見世ワークショップ

高瀬川の庭ワークショップ高瀬川の庭ワークショップ

デザインワークショップデザインワークショップ

イベント開催イベント開催

演奏会・展覧会・シンポジウム演奏会・展覧会・シンポジウム

報告会報告会 ◆お披露目会◆お披露目会◆現場見学会◆現場見学会◆既存建物お別れ会◆既存建物お別れ会◆計画案説明会◆計画案説明会 ◆市民報告会◆市民報告会

◆シンポジウム◆シンポジウム ◆市営住宅◆市営住宅
高瀬川コンサート高瀬川コンサート学長・設計者・芸術家学長・設計者・芸術家

◆市民報告会◆市民報告会

◆デザインWS◆デザインWS ◆デザインWS◆デザインWS ◆デザインWS◆デザインWS ◆デザインWS◆デザインWS

◆
プロジェクトオフィス開設（京都市内）
◆
プロジェクトオフィス開設（京都市内）

◆
プロジェクトオフィス開設（敷地内）
◆
プロジェクトオフィス開設（敷地内）

関連する取組を学ぶ関連する取組を学ぶ 使い方を考える使い方を考える 必要なもの、残すものを考える必要なもの、残すものを考える 協同して創る協同して創る 使いながら考える使いながら考える

現況川辺環境の把握

各庭で催すお祭りや
イベントを考える

伝統芸能・工芸の職人を
招いた交流会

崇仁まちづくりへと
展開させる

HPによる
情報発信

プロジェクト
冊子を発行

各庭・見世から派生する
テラスの使い方を検討

各庭に面した「見世」の
使い方を検討

既存の継承、
市民と大学の一体的な
使い方を検討

ランドスケープ
の検討

テキスタイル
の検討

サイン
の検討

家具・プロダクト
の検討

協同制作

ヒアリング①を受
けての方針決定。
諸官庁事前協議の
報告。

各学部の諸元表の
ベースを提示。

プロポ案説明。設
計工程表提示。建
設コストの確認。

ヒアリング②を受
けての方針決定。
諸官庁事前協議の
報告。

施設ゾーニング、
レイアウト合意。

セキュリティ計画・環境計画・構造計画
防災計画・音響計画・外装材の比較検討
諸官庁事前協議の報告・WSの報告
基本設計書提出・概算書提出

ヒアリング③を受
けての方針決定。
WSの報告。

ヒアリング①の反
映案の提示。ヒア
リング②の進め方、
WSの報告。

ヒアリング②の反
映案の提示。ヒア
リング③の進め方、
WSの報告。

◆◆◆◆◆◆ ◆ ◆◆◆◆◆◆ ◆ ◆◆◆◆◆◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

木水火月 金

日
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楽
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楽
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楽

ビ
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境

デ
ザ
イ
ン
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ト

デ
ザ
イ
ン
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究
セ
ン
タ
ー

図
書
館

付
属
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設

日
本
伝
統

音
楽
セ
ン
タ
ー

美術
学部
担当

音楽
学部
担当

サイン・テキスタイル
プロダクト・家具

ランドスケープ・ライティング

デザインアドバイザーデザインアドバイザー

技術グループ（石本）技術グループ（石本）

技術グループ（石本）技術グループ（石本）

・京都芸大
 デザイナー
 アーティスト

・京都芸大
 デザイナー
 アーティスト

・美術学部
・音楽学部
・銅駝美工

・美術学部
・音楽学部
・銅駝美工

テクニカルアドバイザーテクニカルアドバイザー

美術の庭
音楽の庭
美術の庭
音楽の庭

お見世お見世 ワークショップワークショップ

デザインワークショップデザインワークショップ音楽学部音楽学部

美術学部美術学部

地域地域高瀬川の庭高瀬川の庭

各専攻
ヒアリング
ワークショップ

各専攻
ヒアリング
ワークショップ

銅駝美工
ヒアリング
ワークショップ

銅駝美工
ヒアリング
ワークショップ

教育委員会教育委員会

研究機関研究機関

ワークショップワークショップ

リードアーキテクト
山本理顕

リードアーキテクト
山本理顕京都芸大京都芸大

プロジェクト会議
（ラウンドテーブル）

実質的な設計の場

プロジェクト会議
（ラウンドテーブル）

実質的な設計の場

京都市京都市

銅駝美工銅駝美工

アーキテクト
チーム

（山本＋石本）

アーキテクト
チーム

（山本＋石本）

エンジニアリング
チーム
（石本）

エンジニアリング
チーム
（石本）

プロジェクトオフィスの開設　　　シンポジウム　　　HP・冊子・新聞の発行プロジェクトオフィスの開設　　　シンポジウム　　　HP・冊子・新聞の発行

・美術学部
・音楽学部
・銅駝美工

・美術学部
・音楽学部
・銅駝美工

���の�������の����

ワークショップ
ワークショップ
ワークショップ
ワークショップ

設計コンセプト、デザイン
地域コミュニケーション

京都市、京都芸大、銅駝美工の 3 者によって、発注者サイドの主体、「プロジェクトチーム」をつくる
地域、各学部、各専攻、研究機関、教育委員会の意見集約やフィードバックを行う

 ヒアリングの進め方
・基本設計期間中に芸大

の 各 専 攻、研 究 機 関、
銅駝美工に対し、３回
ヒアリングを行い、段
階的に使い手の意見・
要望を吸上げ、設計に
反映させる。

・各専攻ヒアリングはアーキテクトチームから美術学部と音楽学部の担当
を決め、2 チームに分かれ効率的に意見収集を行う。

 ワークショップの進め方
・ワークショップのコーディネーションは建築家自ら行う。
・アーキテクトチームに各ワークショップの担当を据える。

確実なプロジェクトマネジメント
諸官公庁協議、構造設計、設備設計

品質 / コスト / スケジュール管理

音響計画・防災計画
舞台機構・構造計画

 確実なプロジェクトマネジメント
・石本建築事務所のプロジェクトマネージャー及び技術グループにより、コ

スト、スケジュールを確実に推進する。
・設計を４つのフェーズに分けて管理
　基本設計Ⅰ、基本設計Ⅱ、実施設計Ⅰ、実

施設計Ⅱの４つのフェーズで管理する。
・業務企画書
　業務開始時に、設計提案及び仕様書を基に

品質・コスト・工程についての「業務企画
書」を作成して実現性を検証する。

・設計レビュー
　プロジェクトの節目で技術グループが検証

を行い、設計内容にフィードバックする。
設計レビューを繰り返し目標を達成する。

ヒアリングサイクルの例

基本フレームと対話的設計手法
・建築家が提示した柔軟な基本フレームに

対話的手法によって様々な色を加えてい
くことにより豊かなキャンパスを実現。

実施設計Ⅰ実施設計Ⅰ

基本設計Ⅱ基本設計Ⅱ

基本設計Ⅰ基本設計Ⅰ

実施設計Ⅱ実施設計Ⅱ

レビューレビュー コストコスト
スケジュールスケジュール

レビューレビュー コストコスト
スケジュールスケジュール

レビューレビュー コストコスト
スケジュールスケジュール

与条件整理・関係者ヒアリング・
ゾーニンング検討

構造計画・環境計画・音響計画等
基本設計まとめ

構造計画・環境計画・音響計画等
詳細設計

確認申請・積算
実施設計まとめ

山本理顕設計工場

設計
チーム

プロジェクト
チーム

＋ 石本建築事務所 多様な専門家集団 京都芸大
デザイナー・アーティスト＋京都市 ＋ 京都芸大 銅駝美工＋ ＋

■対話を重視したワークショップ形式による設計

美 術の庭とそれを囲むギャラリー
＠ KCUA や美術学部諸室の日常時、
イベント時の使い方を検討。

まちと美術学部ゾーンの新たな関係
構築を図る。

音楽の庭とそれを囲む音楽練習
室・講堂・音楽学部諸室の日常時、
イベント時の使い方を検討する。

まちと音楽学部ゾーンの新たな関
係構築を図る。

キャンパス１階の３つの庭、２階の
フローティングテラスに展開する
お見世の検討を通じて、新たな観
光地としてのキャンパスの形成を
図る。キャンパス開設後はお見世
運営委員会へ発展。

隣接する市営住宅と高瀬川周辺の環境
をワークショップを通して考える。まち
と大学の新しい関係を築く母体として、
設計から竣工後を通じて開催し、崇仁
まちづくりへとつなげる。

京都芸大、銅駝美工の教授や卒業生
を含むデザイナー・アーティストと
協働で、キャンパス内の様々な要素
をデザイン・実作する。

美術学部 銅駝美工 音楽学部 音楽学部 美術学部 銅駝美工 市営住宅 美術学部 銅駝美工設計チーム 設計チーム 設計チーム 設計チーム京都芸大 設計チーム× × × × × × × × × ×

石本建築事務所の実績を活かしたスマートキャンパスの実現
・これまでに 11 件のサステナブル建築物先導事業 ( 旧

省 CO2 住宅建築物先導事業）に応募し、11 件の全
てで採択。それぞれ数億規模の補助金を獲得。 

・大阪の常翔学園では低炭素建築物の第一号に認定 。
・BEMS アグリゲーター ( エネルギー利用情報管理運

営者）として認定された事業者。 

上記のノウハウを活かして取り組む。 

早稲田大学国際コミュニティ
プラザでの実績

美術の庭ワークショップ 音楽の庭ワークショップ お見世ワークショップ 高瀬川の庭ワークショップ デザインワークショップ

テーマ③：実施体制，進め方，品質・コスト・スケジュール管理について (2)
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